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¨この機械を使用している会社に
行き、操作者と話してください¨

このインタビューシリーズでは、さま
ざまなパートナーシップにスポットラ
イトを当て、Maticファミリーの一員
であることが何を意味するかについて
洞察を得たいと考えています。

会社概要

名前: ジョーム・ジャンセン

創業年: 1967年

オランダ

従業員: 24名

製品: 日除け用の独自の生地スク
リーンとファブリックの庇

市場。



Guillaume Janssen B.V. はオランダに所在する世界的なメーカーです。日よけ市場向けの（独自）布製ス
クリーンと布製日よけの製造を専門としています。

Guillaume Janssen は、他の標準的なサプライヤーが特別な要求（特別なサイズと仕様、18㎡を超えるジ
ップシステム、想像できる任意の形状：丸みを帯びた、曲線、平行四辺形、弧状など）を満たせない場合
に、顧客に適切なソリューションを見つけるのを支援します。

顧客満足は Guillaume Janssen が大規模なプロジェクトを獲得するのを助けます。
国際的には: パークハウス・オックスフォード・ストリート・ロンドン、ザ・グッドゾーン
モスクワのショッピングセンター、エカテリンブルクのボリス・ユリツィン博物館、または上海の複合施
設。

顧客満足は、マティックが Guillaume Janssen を顧客として獲得するのにも役立ちました。

Guillaume Janssen の代表取締役ジェイ・ストイト氏は、マティックを選ぶ際の重要な要因を私たちと共
有してくれました。

「快適なコンタクト」

専門的なアドバイス

効率の向上

優れたサービス 「tion」
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Matic： + MaticからM1とM2の切断機を両方購入しました
私たちのディーラーArjatexを通じて。決定に影響を与えた決定要因を教えていただけますか？

ArjatexのTheo Janssenによる心地よい連絡と専門家のアドバイス
（Maticのディーラー）と、機械が作動しているのを現地で見るための会社訪問を組み合わせたことで、購入を進めるよう確信しました
。

Matic：説明してください Maticと私たちのパートナーArjatexとの体験。

私たちの体験は良好と呼べます。合意は守られ、エム-
装置の設置を担当した従業員は自分の職業を理解しています。さらに、Arjatexのサービス志向は優れています。

Matic：会社はどうですか
？

Maticの機械は生産を改善しましたか、または影響を与えましたか

効率が向上し、より高い生産能力を意味します-
実現可能です。さらに、従業員は機械の操作性と使いやすさに非常に満足しています。



ありがとう 〜へあなたに

Mr. ジョス Stoit

そしてあなたの

あなたのチームのために

信頼。そして

ありがとう あなたへ

テオへの

優れた

仕事。

マティック：購入は何ですか？ 機器を検討している他社へあなたのメッセージ

: 機械があなたが期待することを実行できるかどうかをよく調べてください
そうする。すでに機械を扱っている企業を見て、機械の担当者と話してください。そして可能であれば、マティックの工場
自体を訪問してください。
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先見の明があるブラインドと生地

https://www.maticmachines.com/en/products/cutting-2/m1-pc-8.htm
https://www.maticmachines.com/en/products/cutting-2/m2-11.htm
https://www.maticmachines.com/en/products/cutting-2/m1-pc-8.htm
https://www.maticmachines.com/en/products/cutting-2/m2-11.htm

